
被災市町村情報 

 

川内村 

 

１ 市町村の状況等 

項    目 内     容 

概 要 

川内村は福島県の浜通り阿武隈高地の最高峰の大滝根山の東山麓に位置し

ます。気候は太平洋側山間で平均気温は１０．６℃であり、１月から２月に

かけて平均気温はマイナスになるものの積雪は少なく、夏は高原特有のさわ

やかな日が続きます。令和８年７月１日現在の人口は２，１５０人で村の基

幹産業は農業（水稲、高原野菜等）です。 

復 興 状 況 

本村は福島第１原子力発電所の事故により避難を余儀なくされておりまし

たが、平成２４年３月末から行政機能を川内村に戻し、安全に住める環境を

確保した上で、暮らしの利便性を取り戻しつつインフラ整備を進めて来まし

た。 

〇雇用の創出・インフラ整備 

住環境整備では、住宅不足の解消を目的に村営アパート、災害公営住宅、

若者定住住宅などを整備し、現在は１３９戸の住宅があります。 

雇用の場の創出として、工業団地の造成を進め、７区画、１５haが平成２

９年に完成しました。また、村内他所にも金属加工金型工場、蓄光タイル製

造工場、チップ製材工場を誘致し、併せて自前で完全密封型水耕栽培の植物

工場を立ち上げました。さらに、川内村産ぶどうを使用したワインを醸造す

るため、令和３年５月にワイナリーを建設しました。 

生活に密着したインフラ整備については、平成２８年に複合商業施設（Ｙ

Ｏ-ＴＡＳＨＩ）がオープンし、身近な所で買い物ができるようになりました。 

医療機関については、内科・歯科に加え、平成２４年度から眼科・整形外

科・心療内科・消化器内科など、震災前よりも診療科目を増やしました。 

村民の体力維持向上のための施設として、平成２８年に温水の「もりたろ

うプール」がオープンしました。 

観光については、震災前から川内村の観光施設であった「いわなの郷」、「か

わうちの湯」も改装・改修のうえ再開し、多くの利用客で賑わいを取り戻し

ております。さらにタイ国のコーヒーチェーン店 Amazonの日本第１号店が

オープンし、村民の憩いの場となっています。 

教育環境の整備では、令和３年４月にかわうち保育園を併設した義務教育

学校「川内小中学園」が開校し、新たな教育環境がスタートしました。今後、

川内ならではの教育に力を注いでいます。 

〇新たな産業の創出 

基幹産業である農林畜産業では、生食用ぶどう、いちごやエゴマの生産販

売など、新たな産業も始まっております。 

また、川内産ワインについては、平成２８年に植え付けを初め、令和３年

４月川内産ブドウを使用したワイン「シャルドネ 2020」が完成しました。日

本ワインコンクール２０２４においては、かわうちワインの「ヴィラージュ 

メルロー＆カベルネソーヴィニヨン ２０２２」が欧州系品種赤ワイン部門

で銅賞に選ばれるなど、広く親しまれる特産品となっております。 



〇移住定住の取り組み 

新たなステージを迎え、帰還促進と復興を更に進めながら、交流人口を拡

大し、定住人口を増やすための施策に取り組んでいます。 

子育て支援については、結婚祝金、保育料・給食費無料、医療費無料（18

歳までの児童対象）を行っています。 

〇復興の先の課題 

現在も避難している村民も多く、若い世帯の帰村が進んでいないことで、

コミュニティーを維持していくことが困難な地域も出てきています。震災前

よりも行政依存度が高まり、村民の自立を促すことの重要性を感じています。  

さらに、国の復興予算が減少していく中で景気の反動減等の課題が顕在化

してきています。 

令和８年度は、３名の派遣職員の協力をいただき災害からの復興、住民の

健康管理に努めていただいております。 

ホームページアドレス https://www.kawauchimura.jp/ 

交 通 

○ＪＲ磐越東線 船引駅から川内村役場まで 

   路線バス（福島交通）で約１時間１５分 

○ＪＲ磐越東線 神俣駅から川内村役場まで 

   路線バス（常磐交通）で約４０分 

○常磐自動車道 常磐富岡ＩＣより川内村役場まで車で２０分 

放 射 線 情 報 

村内全域、住宅除染や農地除染が完了し放射線量は低い状況です。勤務先の

役場付近の屋外空間線量は令和８年１月において０．０５３μＳｖ/ｈです。 

 

２ 勤務条件等 

項   目 内     容 

勤 務 時 間 ８時３０分～１７時１５分 

（休憩時間：１２時００分～１３時００分） 

休   日 土曜日、日曜日、国民の祝日、１２月２９日～１月３日 

時 間 外 勤 務 業務の進捗状況により、無理のない範囲でお願いする場合があります。 

年 次 有 給 休 暇 
暦年に２０日付与、繰越２０日限度。 

年の途中で派遣された場合は、２０日に前年からの繰越日数を加えて得た日

数から、川内村職員に併任された日の前日までに使用した年次休暇の日数を

減じた日数となります。 

そ の 他 の 休 暇 特別休暇等のその他の休暇については、川内村職員の勤務時間、休暇等に関

する条例及び規則に定めるものとします。 

宿   舎 公営住宅又は民間のアパートの入居になります。 

 備   品 無し 

駐 車 場 有り 

通勤手段 徒歩、自転車、自動車 

https://www.kawauchimura.jp/


通勤時間 徒歩２０～３０分、自転車１０～２０分、自動車５～１０分 

立地条件 商業施設（ＹＯ－ＴＡＳＨＩ（ファミリーマート有り）、温水プール、 

温泉施設（かわうちの湯） ※車で５～１０分 

 

３ インフラ等 

項    目 内     容 

商 業 施 設 複合商業施設（ＹＯ-ＴＡＳＨＩ） 

医 療 機 関 診療所（内科・歯科・眼科・整形外科・心療内科・消化器内科） 

子 育 て に 係 る 施 設 
幼保連携型認定こども園かわうち保育園 

義務教育学校川内小中学園 

水 ・ 電 気 ・ ガ ス 

水：井戸水 

電気：東北電力等 

ガス：プロパンガス 

 

４ その他（コメント等） 

村民一人ひとりが希望や生きがいを持ちながら暮らすことのできる村、そして、多くの

人々が魅力を感じられる村づくりに取り組んでいます。 

 

５ 担当者連絡先 

所 属 部 課 名 総務課 総務係 

電 話 番 号 ０２４０－３８－２１１１ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０２４０－３８－２１１６ 

メ ー ル ア ド レ ス soumu@vill.kawauchi.lg.jp 

 


